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研究成果の概要（和文）：鹿児島大学歯学部で導入したアウトカム基盤型教育に基づくｅポートフォリオシステ
ムを本学部の教育実態に合わせて改良した。6年間の学生の教育目標の達成度の評価を行う機能を追加した。操
作手順が複雑であったため、評価画面を改良した。学生がシステムにログインする際に当大学で共通のIDが使用
できるようにした。また、ｅポートフォリオの利用状況を調査した。その結果、年度とともにふりかえりや評価
の科目入力数は増加していたが、全科目での入力には至らず、歯学部学生と教員への更なる周知と配慮が必要と
考えられた。グラフと表を提示する機能を追加して、評価を概要から詳細まで可視化することができた。

研究成果の概要（英文）：We improved e-portfolio system based on outcome-based education that 
introduced in Kagoshima University Faculty of Dentistry. We added function to assess degree of 
achievement of competency for 6 years dental students. We improved screen and operating method of 
assessment for complicated operating procedure. We improved that students can login to the system 
with common ID used in our university. We investigated the number of uses of e-portfolio system. As 
a result, the number of subject inputs for reflections and evaluations were increased, however not 
all subjects were input. We require more awareness and consideration to dental students and 
teachers. We added function to present graphs and tables of assessments, we visualized assessments 
for overview and details.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、アウトカム基盤型教育で最も重視される学習成果の可視化に対して貢献しうる新たな「統合型評価シ
ステム」を構築し、同一の視点から６年一貫で学生個々の能力の成長を記録するとともに、診療参加型臨床実習
においても多面的なコンピテンシーの修得状況を評価しうる、汎用性の高い統合型学習評価システムの構築を目
指しており、これにより学習者の多様な能力の成長を、妥当性をもって客観的に評価できるようになる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
鹿児島大学歯学部では卒前教育カリキュラムを従来型の「学習目標準拠型教育」から「アウト
カム基盤型教育(Outcome-Based Education, OBE)」の理論に基づくカリキュラム改革を行ってきた。
OBE では、従来の科目中心の成績評価に加えて、修得すべきコンピテンシーが身についたかの
総合的な評価が求められる。コンピテンシーの修得状況を可視化し、６年間の連続したスキーム
で評価できる総合的な評価システムとして、本学医学部で独自開発された学生の振り返りと自
主的な学習を推進し継続的な形成的評価を可能とするｅポートフォリオを導入し歯学部に合わ
せて構築し運用してきた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、これまで培ってきた経験値をベースに、OBE で最も重視される学習成果の可視
化に対して貢献しうる新たな「統合型評価システム」を構築し、同一の視点から６年一貫で学生
個々の能力の成長を記録するとともに、診療参加型臨床実習においても多面的なコンピテンシ
ーの修得状況を評価しうる、汎用性の高い統合型学習評価システムの構築を目指す。これにより
学習者の多様な能力の成長を、妥当性をもって客観的に評価できるかを探求する。 
以上の目的のために、下記のような研究を行ったので報告する。 
（１）導入時の対応 
まず、ｅポートフォリオシステムを歯学部に導入する際に様々な対応を行った。 
（２）システムの改良 
運用していくうえで、操作性の煩雑さから入力率の低さが懸案となっていた。そこで学生によ
る自己評価と教員による評価時のシステムへのアクセシビリティの改良を行った。 
（３）利用状況調査 
システム開始時からこれまでの利用状況を調査した。 
（４）評価の可視化 
最終年度に、評価の可視化のためのシステムの改良を行った。 

 
３．研究の方法 
（１）導入時の対応 
本学医学部ではアウトカム基盤型教育に基づくｅポートフォリオシステムが開発され、2010
年より運用している。本システムでは「授業の振り返り」や「自己学習目標の設定と評価」を通
じて必要とされる教育到達目標の達成度を自己管理でき、教員によるフィードバックと評価が
可能である。また、医学部では症例登録、診療評価等の機能を充実させている。歯学部でもカリ
キュラム改革に合わせて検討し導入した(Fig. 3(1)-1,2)。 

    
Fig. 3(1)-1 歯学部ホームページリンクサイト  Fig. 3(1)-2 ｅポートフォリオ初期画面 
 
（２）システムの改良 

2021 年まで本学で運用してきたｅポートフォリオシステムに改良を加え、教育目標の達成度
の評価を行えるようにした。また評価方法の操作手順が複雑であったため、評価画面を改良した。
また、学生がシステムにアクセスする際に当大学で共通の IDが使用できるようにした。 
① 評価機能の追加 
学生・教員への説明画面を Fig.3(2)に示す。学生が科目ごとの目標を自己評価した後(2,3,4)、教員
が評価する(5,6)。その後管理者が目標ごとに取りまとめた評価を行う(7)。 
② 評価時の評価画面でのデータ参照機能の追加 
学生による振り返りの記録を取りまとめて CSVで記録してエクセルで参照することができる
ようにした(8)。これにより教員による複数の学生の評価が容易になった(9)。 
③ 大学統合認証システムの利用による共通ログインの採用 
異なるシステムでも(10)共通のログインシステムを使用できるようにして(11)学生のログイン
の手間を減らした。 



 

 

 

 

 
Fig. 3(2) 学生・教員への説明画面 

 
（３）利用状況調査 
ｅポートフォリオは 2015年度に１科目で試験的に導入し、次年度から全科目で入力ができる
ようにし、FD 講演会などで学部内に周知し 2017 年度から運用開始した。2019 年度に評価機能
を追加した。2021 年度にログイン機能を他の教育システムと統合した。利用状況を解析するた
めに、システムの管理機能に新設されたデータダウンロード機能を用いて、2017～2021 年度の
入力データを解析し、各科目の入力回数及び量を調査した。調査項目として、学生によるふりか
えり、それに対する教員のフィードバック、学生による自己評価および教員による評価について
の入力数を調査した。 
 
（４）評価の可視化 
本学で運用しているｅポートフォリオシステムに改良を加え、コンピテンシーの達成度の評
価表画面にコンピテンスごとのグラフを追加表示した。本学歯学部でのカリキュラムの 3期間(1
～2年、3～4年、5～6年)ごとに 3個の多角形グラフで表示させ、グラフには学生による自己評
価と教員による評価の平均をコンピテンスごとに表示させた。学生や教員が入力した時点で評
価の平均を自動で計算し更新表示するようにした。 
 
４．研究成果 
（１）導入時の対応 
本学歯学部の 2015年からの新カリキュラムに合わせた教育到達目標としてのコンピテンス、
コンピテンシーを設定した。これにより常に教育目標を意識しつつ授業の振り返り等を行うこ
とができ、教員がこれをフィードバックし評価することが可能になった。学生に対する説明は入
学時オリエンテーションにて行い、適宜、当講座が担当する授業にて説明指導している。教員に
対してはｅポートフォリオや連携ｅログブックなどのｅラーニングシステムの FD 講演会を毎
年、年度初めに開催し教員の意識向上を図っている。臨床実習に対しては 2016年に報告したよ



うに連携ｅログブックを導入済であり、また症例の分類や計数方法に医学部との違いがあるた
め、現ポートフォリオシステムにおいては導入しなかった。 
本学歯学部の教育においては、アウトカム基盤型教育のカリキュラムマップに戻づくコンピ
テンスの達成レベルを指定し、その達成度について科目ごとのコンピテンスの学生による自己
評価と教員による評価を行っている。それに対して医学部では少数学生グループを 6 年一貫で
担当する教員によるコンピテンシーの評価を行っている。その為、歯学部独自の評価をシステム
に組み込むよう検討した。導入時の対応状況を Fig. 4(1)-1に示す。 

 
Fig.4(1)-1 導入時の対応状況 

 
（２）システムの改良 
 学生による自己評価、教員による学生評価、およびこれらに基づく達成度評価の画面が改良さ
れた。評価については、各授業科目での学生による振り返り画面において、科目ごとの教育到達
目標を表示、その達成度を「未達、一部、概ね、達成」の４段階で評価するようにした。教員評
価では、振り返りのリストの並び替え項目を増やし、テキストをダウンロード可能にし、オフラ
インで学生の振り返りを確認できるようにした。これまで独自の ID、パスワードを使用してい
たが、当大学の学術情報基盤センターと連携した大学統合認証システムを利用して、大学で共通
のログインシステムで利用できるようにした。これらによりこれまでと比較して参照する画面
数や必要なクリック数が減少し利用者からのアクセスが容易になった。 
OBEに基づく評価システムについて、評価画面を改良することができた。 
 
（３）利用状況調査 
 「ふりかえり」入力のあった科目数について Table 4(3)-1に示す。2015年に１学年に試験導
入後、2016年に２学年、2017年に３学年、2018年に４学年、2019年に５学年まで順次導入して
いった。なお６学年の臨床実習などについては未導入である。2021年度には 70科目での入力が
あったが、全科目での入力には至っていない。評価入力のあった科目数を Table 4(3)-2に示す。
2019年度の評価機能の導入後、年度ともに評価入力される科目数は増加していた。2021年度に
は 62科目で学生による自己評価があった。 
 

Table 4(3)-1「ふりかえり」入力のあった科目数   Table 4(3)-2評価入力のあった科目数 

 
学生による「ふりかえり」の入力数と教員によるフィードバック入力数を Table 4(3)-3に示す。
年度が増加するとともに入力数は増加していた。2017～2021年度で年平均 2300回の学生による
ふりかえり入力と 381回の教員によるフィードバックがあった。 
 早期体験実習や地域体験実習などの実習系の科目についてふりかえりの入力が多い傾向を示
した。また、教員がふりかえり提出の指示を出した科目では、学生による入力が平均 9.6回、教
員によるフィードバックが平均 2.0回あった。 
 

Table 4(3)-3学生による「ふりかえり」の入力数と教員によるフィードバック入力数 

  
学生と教員による評価入力数を Table 4(3)-4に示す。2019年度の評価機能の追加から 2021年
度まで、年平均 1400回の学生による自己評価入力が、また 509回の教員による評価入力があっ
た。学生による自己評価は漸増していたが、教員評価は初年次から漸減傾向にある。教員が指示

「ふりかえり」入力のあった科目数 「( )」は全科目数
2017～平均2021202020192018201720162015学年＼年度

12 (21)17161782111学年
7.6 (15)131353412学年
6.8 (19)1955233学年
10 (18)1717514学年
3 (11)4235学年
36.2(84)70533514921総数

評価入力のあった科目数
2019～平均202120202019学年＼年度

14.71514151学年
10.3131352学年
6.713433学年
13.0171754学年
3.04235学年
47.7625031総数

学生による「ふりかえり」の入力数
2017～平均2021202020192018201720162015学年＼年度

618.072132887141076050501学年
460.42605815714334572852学年
756.07695718926758733学年
514.84225587733064学年
90.310671945学年
2300.42278210932011824209033550総数

教員によるフィードバック入力数
2017～平均2021202020192018201720162015学年＼年度

126.07841198135178491学年
93.2745510699132562学年
30.0333543学年
180.3102101468504学年

5学年
381.42542307752843645649総数



した科目では自己評価は 5.2回、教員評価は 2.0回あった。 
 

Table 4(3)-4学生と教員による評価入力数 

  
 
（４）評価の可視化 
学生による自己評価と教員による学生評価に基づく達成度評価がグラフとして可視化された

(Fig.4(4)-1)。カリキュラムの期間ごとに表示することで評価の成長過程が把握できる。これらに
より視覚的に評価概要が把握できるようになった。詳細については同時に表示される表により
コンピテンシーごとの評価平均が表示され、平均値表示をクリックすることで元になる各ポー
トフォリオにアクセス可能である。 
 

 
Fig.4(4)-1 学生による自己評価と教員による評価グラフ例 

 
（５）結語 
鹿児島大学歯学部ではアウトカム基盤型教育に基づくｅポートフォリオシステムを導入する
ことができた。今後は、6年一貫の評価方法をｅポートフォリオシステムに組み込み、より本学
部の教育実態に合わせたシステムへ改善するよう検討した。OBE に基づく評価システムについ
て、評価画面を改良することができた。 
ｅポートフォリオの利用状況を調査した。年度とともにふりかえりや評価の科目入力数は増
加していたが、全科目での入力には至らず、歯学部学生と教員への更なる周知と配慮が必要と考
えられた。 

OBE に基づく評価システムについて、評価を概要から詳細まで可視化することができた。今
後は学生および担当教員へ提示し、入力状況の改善を行う予定である。 
 

学生による自己評価入力数
2019～平均202120202019学年＼年度

366.34232893871学年
313.02494362542学年
249.3417256753学年
383.33894622994学年
88.010170935学年
1400.0157915131108総数

教員による評価入力数
2019～平均202120202019学年＼年度

156.3181951931学年
93.742911482学年
20.0124173学年
221.31882312454学年
27.010445学年
509.3433458637総数
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